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原始卵胞はいつできるのか？ 
卵細胞の始まり： 

原始生殖細胞が卵巣原基に移動して卵原細胞（oogonium）となる。卵原細胞は卵祖細胞（oogonium）と同義語

である。この卵原細胞が成熟卵まで分化する過程を卵形成（oogenesis, ovogenesis）という。卵原細胞は細胞分

裂によって増殖して数を増す（増殖期）。発生の第 5 ヶ月までに卵巣中の生殖細胞の総数はその極に達し、約 700

万を数える。次に分裂を停止して核および細胞質が増大する成長期に入る。この細胞は第一次卵母細胞（primary 

oocyte）と呼ばれる。卵母細胞が形成されるときに卵巣間質細胞がこれを取り巻き、1 層からなる扁平な卵胞細胞

層が形成される。この卵胞細胞に包まれた卵母細胞を原始卵胞（primary follicle, primodial follicle）という。将来、

発育し成熟後に卵巣から排卵される卵子の元は、この原始卵胞を指して記載されている教科書が多い。 
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出生後の成熟： 

ほぼ出生時にすべての卵母細胞は第一成熟分裂の前期に入っているが、中期には進まず複糸期（diplotene stage）

に入る。この期は前期中期の休止期で、クロマチンのレース状の網の目が特徴である。思春期に達しないうちに一

次卵母細胞が第一成熟分裂を完了することはない。これは、卵胞細胞から分泌される卵子成熟抑制物質（oocyte 

maturation inhibitor; OMI）によるメカニズ

ムだと考えられている。 
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